予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名　読書活動推進費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

教育委員会　図書館　総務課　管理調整係　電話番号：058-275-5111（内291）

E-mail：c27205@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　250千円（前年度予算額：　245千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	245
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	245

	要求額
	250
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	250

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
「岐阜県子どもの読書活動推進計画(第二次)」では、図書館主催の子ども向け講座・教室への参加による「本から学ぶ力の育成」を掲げている。

また、岐阜大学や県美術館との共催事業を企画し、専門家による研修会や作品展示を開催して、利用者の学習機会を創出してきた。
昭和36年から実施してきた岐阜県読書感想文コンクールは、応募者の減少が続いたため、平成25年度から従来の感想文部門に新たなPOP部門を加えた「ぎふけん・おすすめの１冊コンクール」を開催し、多くの県民の参加を促すことが出来た。

（２）事業内容

ア　図書館活用事業

・子ども向けに｢図書館探検｣を開催（年１回）

・岐阜大学との連携強化を図り、共催による公開講座「楽習会」を開催
（年６回）

・県美術館と連携した「共同企画展示」を開催（年１回）
・図書館活用ミニ講座を開催（年数回）
イ　読書活動支援事業

・読書推進の全県的なコンクールとして、感想文部門とPOP部門からなる「ぎふけん・おすすめの１冊コンクール」を開催

※POP部門：書店に並ぶPOP広告をイメージして、本を読みたいと思わせる文章を、キャッチコピーと150文字以内の紹介文で表現してもらう。POPとは客を購買へ導くために店で展示する広告などのこと。
（３）県負担・補助率の考え方

県10/10（県立教育施設の事業費であり、県負担は妥当）
（４）類似事業の有無
有　【類似事業】図書館活動推進費（教育委員会）
主に障がい者等への支援サービスを実施する事業であり、コンクールや利用者向け研修会を開催する本事業とは異なる。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	100
	コンクール表彰式講演謝金

	旅費
	68
	基調講演者旅費、審査委員旅費、共催講座旅費

	需用費
	67
	消耗品購入費、会議飲料費

	役務費
	15
	郵便料

	合計
	250
	


	　決定額の考え方　





４　参考事項
（１）後年度の財政負担
県民の学習機会を創出し、図書館のさらなる利用を図るため、今後も継続して事業を開催することを目指す。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　読書習慣を定着させるとともに、図書館の活用法を知ってもらうことで、自ら課題を解決でき、心豊かな県民を増やす。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	図書館活用事業参加者数
	（H  ）
	184

（H22）
	99

（H23）
	170

（H24）
	180

（H26）
	94.4％


	コンクール応募点数（高校生・一般）
	（H  ）
	52

（H23）
	42

（H24）
	555

（H25）
	600
（H26）
	92.5％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）図書館活用事業

　　・「子ども図書館探検」（8月8日開催32名参加　※保護者等を含む）

　　・岐阜大学共催公開講座「楽習会」（6回実施、129名参加）

・美術館との共同企画展示「おはなしとか、虫とか、君とか、ヨコヤマ茂未展」（7/27～8/29）

　　・「図書館活用ミニ講座」（4回実施、20名参加）

（２）読書活動支援事業

　　・「ぎふけん・おすすめの１冊コンクール」（募集期間7/1～9/10）

募集期間：平成25年7月1日～9月10日

表彰式・講演会開催日：平成25年12月15日

講演会講師：中村 航　氏


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

多様なプログラムを用意することで小学生から高齢者までを対象に講座を実施し、図書館活用や読書のきっかけをつくることができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○

	　県図書館が自ら読書活動を推進することは、それ自体の効果に加え、県内市町村図書館等へのモデルを示すことになり、県全体の読書推進を図ることができることから必要性が高い。　

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
○

	　図書館活用事業については参加も安定しており効果が得られている。県民の多様なニーズに応えるため、平成25年度からは新たに「図書館活用ミニ講座」を開催する。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
○

	岐阜大学と協定を結び共催で講座を開催することにより無償で専門家を講師として派遣してもらうことができた。

また、隣接する美術館と連携して事業を行い、互いの専門性を活用し、利用者の拡充を図ることができた。

図書館職員自ら専門性を生かして講師として講座を開催。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　情報が氾濫する状況の中でもターゲットに確実に伝わる広報戦略が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　県民のニーズは多様化しており、すべてに応じた事業を行なうことは困難であるが、年齢層に応じた事業展開を行なう。


財政課で記載します。








